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集団検診日程表� ○：午前のみの実施　　●：午前・午後両方の実施　　◎：女性限定・午前のみの実施

検診日 場　所 受付時間
が　ん

肝炎 前立腺 胃がん
リスク

特定
健診胃 肺 大腸 乳 子宮頸

９/１（土） 保健センター ８:30～11:00
13:00～14:00 ○ ● ● ●

９/９（日） 保健センター ８:30～11:00
13:00～14:00

受付
終了 ◎ ● ●

午前�受付終了 ● ◎ ◎ ◎

９/22（土） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10/４（木） 保健センター ８:30～11:00 受付
終了 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10/20（土） 国府小学校　 ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10/28（日） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11/７（水） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11/11（日） 保健センター ８:30～11:00
13:00～14:00

受付
終了 ◎ ● ●

午前�受付終了 ● ◎ ◎ ◎

11/20（火） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/８（土） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１/27（日） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２/８（金） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２/16（土） 保健センター ８:30～11:00 ○ ○ ○
定員になり次第受付は終了します。また、希望検診日の約１か月前までには締め切ります。
日程によっては、「特定健康診査」も同時に受診することができます。詳しくは、５月下旬にお送りした「国民健
康保険特定健康診査受診券」に同封のご案内をご覧ください。
※７月22、28、29日については受付を終了しました。

対象・料金・内容など
検診項目 対　象 検査内容 自己負担金額

（　）内は75歳以上の方
胃がん検診

40歳以上
問診・バリウムＸ線 1,000円（500円）

肺がん検診 問診・胸部Ｘ線 600円（300円）
大腸がん検診 問診・便潜血（検便） 400円（200円）

乳がん検診 40歳以上の女性
（昨年度受診者は出来ません）

問診・マンモグラフィ
　　　（40歳代２方向)
　　　（50歳以上１方向）

40歳代　　1,700円
50歳以上　1,400円
　　　　　（700円）

子宮頸がん検診 20歳以上になる女性
（昨年度受診者は出来ません） 問診・視診・内診・細胞診 800円（400円）

肝炎ウイルス検診
40歳以上
（過去に肝炎ウイルス検診を
受けたことがない方）

問診・血液検査（B型・C型） 1,000円
（B・C型いずれか500円）

前立腺がん検診
40歳以上 血液検査

2,100円
胃がんリスク検診 3,100円

★対象の年齢は年度内に対象年齢となる人を含みます。
★乳がん検診は国の指針に従い、今年度から問診とマンモグラフィのみとなりました。
★検診当日の詳細は、受診日の１週間前に問診票とあわせてお送りします。
★�上記集団検診の他に、医療機関等での施設検診もあります。詳細は「おおいそ健康カレンダー」（広報５月号に折

込）、もしくは町ホームページをご覧ください。
問・申電話・窓口（下記のとおり）、電子申請（町ホームページから）
　　　がん検診のみ受診　スポーツ健康課　☎内線308　 特定健康診査と同時受診　町民課（保険年金係）　☎内線247

がん検診等の予約受付中です！
検診は自覚症状のない方が受けるものです。“あなたのため、大切な人のため「がん検診」を受けましょう”
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平成30年度 ｢ちいきの集い｣ 研修会
　高齢者のお茶会など、地域での集いに役立つこと間違いなし！
　楽しく学び、地域の活動に生かしませんか？毎日をいきいきと生活するためのヒントが盛りだくさんの講座です。
介護予防に関心のある方、これから地域で介護予防などのグループ活動を始めたい方、地域グループボランティア
の方、どなたでも参加できます。

日　程 内　容 講　師
７月19日（木）
13：30〜15：30

からだもこころもはずむ！
｢手のひら健康バレーを体験しよう｣

ＮＰＯ法人　手のひら健康バレー協会
会長　牧野　正雄　氏

７月26日（木）
13：30〜15：15

ちいきの集いをより楽しく豊かに
｢日常の傾聴」を考える

非営利団体　日本傾聴ボランティア研
究センター　理事長　澤村　直樹　氏

８月２日（木）
13：30〜15：30

地域の健康度アップをめざす！
｢未病サポーターになろう（養成講座）」

公益財団法人　かながわ健康財団
健康運動指導士　伴野　裕生　氏

場　所　保健センター　　　費　用　無料　
問・申福祉課　☎内線315
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地域での介護予防活動グループを応援する
｢大磯町介護予防地域住民グループ支援交付金｣ を活用できます！

　地域で自主的に行う、高齢者を対象にしたグループ活動に対して交付金があります。仲
間でつどい、楽しく過ごすことが介護予防につながります。新たな活動を応援します。
交付金額　初年度３万円、２・３年目年額１万円
交付用件　�・平成30年度「ちいきの集い」研修会に２回以上、複数名で参加すること　　
　　　　　�・閉じこもりがちな高齢者や虚弱高齢者を積極的に受け入れること　
　　　　　�・活動は前述の高齢者をおおむね５名以上受け入れ、年３回以上行うこと
　　　　　・町、町内会、社会福祉協議会から委託金や補助金を当該年度に受けていないこと
　　　　　　※詳細は研修会で説明します。
� 問福祉課　☎内線302


